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能力の振れ幅No.17

義髙 亙

人の基礎的な能力は揺れ幅が大きいかもしれ

ない、という事を提示します。

私が個別支援をしていた時、高次脳機能トレー

ニングをして日々の記録をつけていました。ビ

ジョントレーニングに近いものです。8項目でス

コアを測定してトレーニングするものです。

日々のスコアを残していくと気づいたことがあ

りました。

それは生徒によって、期間によってですが、

数字の揺らぎ幅が大きい時があったのです。

たとえばその期間を抽出した この表です。一

番下 9月2日のスコアで見たら情報獲得能力

に優れるが、記憶力が劣る、という結果です。

しかし表の真ん中10月15日のスコアを見てく

ださい。この日は情報獲得能力は劣るが、記憶

力に優れるという全く逆の結果です。

いつもこういう逆転現象があるわけであありま

せん。しかし各項目を線グラフにした表を見てく

ださい。

各個人で揺らぐ項目は違いますが、日々 揺

らぎがある項目があります。

各項目を総合して活用する学力などは大きく揺

らがないようですが、人の基礎的な能力は日々

揺らぎが大きいものがあるようです。

これから考えると人の基礎的な能力は1，2回だ

けの一発測定ではなく、継続して測定する必要

があるように思います。

多人数での一斉検査も、同じ日、同じ条件で

同じ問題をするので誤差が少ないと思います。

さらに、継続測定するものが望ましいでしょう。

そういうとみんな一斉に同じものを継続してす

る検査などありえない、と思うかもしれません。

実は普通学校では、あります。NRTです。全員
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同じ日同じ条件で同じ設問で行います。しか

も毎年、継続して行われます。

この観点から行くと、一人だけ数年に一度行う

検査より、NRTの方が検査精度としてより高い

ものと思われます。

END


